
○達成度

・農大の情報の発信

1

目標 評価項目 令和４年度目標

令和４年度　佐賀県農業大学校　評価表（実績）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料　3

教育目標
Ø  高い技術力や経営力を備えた意欲的な農業者等の育成

Ø  農業・農村の発展に貢献できるリーダー等の育成

重点目標

1.優秀な入学者の確保 A:十分達成できている（100％以上）

2.高い技術力や経営力の習得 B:概ね達成できている（100％未満～80以上）

3.全ての学生の進路決定 C:やや不十分である（80％未満～60％以上）

4.農業者研修の充実 D:不十分である（60％未満）

目標達成のための方策 具体的取組及び結果

優
秀
な
入
学
者
の
確
保

  〇受験者数 ・受験者30名以上 ・受験者数は、３４名であった。
　推薦15名、一般（一次）12名、一般（二次）７名
・佐賀県農業大学校のYoutubeチャンネルと、県公式
Youtubeチャンネル＠SagaKｏｕｈｏｕＭｏｖｉｅに、専攻
実習、収穫祭、寮祭など13本の動画を掲載して、情報
発信した。
・広報誌「緑旗」を年2回発行し、農大の行事や学生
を紹介した。
・NOSAI佐賀機関誌に加え、日本農業新聞に在校生
の紹介記事が掲載された。

Ａ

・本科受験者３２名中、県内の
農業系高校出身者は1２名で
あり、ここ3年間で見ると減少
傾向にあるが、農業及び農業
関連の進路を志す学生を多く
確保できるよう、農業高校との
連携及び広報活動に力を入れ
る。

・県内の高校47校を全て訪問
し、学校案内、募集要項説明を
行う。

・ＪＡグループの協力を得て、県内ＪＡの支所単位まで、
学校案内（学生募集やオープンキャンパスを掲載）を
配布した。
・市町、農業委員会、振興センターの広報誌に学生募
集の記事掲載を依頼した。
・県内の高校４７校に、学校案内パンフ、ポスター、募集
要項を配布した（コロナのため全校訪問は取りやめ
た）。
・6月15日に高校向けの募集要項説明会を開催した
（９校参加）。
・５～７月に延べ８校の進路ガイダンスに参加した。
・ＰＲ用クリアファイルを進路ガイダンスやオープンキャ
ンパスで配布した。
・同窓会会員に学生募集のPRを依頼した。

・6月15日に高校向けの募集要項説明会を開催した
（農業系高校は全5校参加）。
・6月23日に農業系高校長との懇談会を開催した。
・農業系高校全5校の進路ガイダンスに参加した。
・10月21日に未来さが農業塾生（高校生37名）を農
業大学校に招き、施設紹介をした。
・2月3日に農業系高校の出張講義を行った。

・農業系高校等との連携強化

・各機関・団体への周知

次年度の課題と改善策 評価コメント達成度
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目標 評価項目 令和４年度目標 目標達成のための方策 具体的取組及び結果 次年度の課題と改善策 評価コメント達成度

・農業系高校等との連携強化 ・オープンキャンパス参加者数は35名であった。
・6月15日に高校向けの募集要項説明会を開催した
（農業系高校は全5校参加）（再掲）。
・6月23日に農業系高校長との懇談会を開催した（再
掲）。
・7月3日（日）、7月27日（水）、8月19日（金）の3
回、オープンキャンパスを開催し、午前中は学校紹介、
専攻毎の実習体験、午後は在校生との交流を実施し
た。

Ｂ

 〇オープンキャンパスの
参加数

・  オープンキャンパス
参加者40名以上

 
1
 

優
秀
な
入
学
者
の
確
保

・農大の情報の提供

・各機関・団体への周知

・県内の高校47校を全て訪問
し、オープンキャンパスへの参
加を呼び掛ける。

・生徒及び家族が参加しやす
いよう、平日ではなく土日に
絞って開催する。

・7月3日（日）のオープンキャンパスの様子を動画に
まとめて、農業大学校のＹｏｕＴｕｂｅチャンネルに掲載
し、オープンキャンパスの情報発信した。
・ＪＡグループの協力を得て、県内ＪＡの支所単位まで、
学校案内（学生募集やオープンキャンパスを掲載）を
配布した（再掲）。
・市町、農業委員会、農業振興センターの広報誌に学
生募集の記事掲載を依頼した（再掲）。
・県広報誌7月号にオープンキャンパス募集記事を掲
載した。
・ＦＭ佐賀、ＮＢＣラジオでオープンキャンパスの告知を
した。
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目標 評価項目 令和４年度目標 目標達成のための方策 具体的取組及び結果 次年度の課題と改善策 評価コメント達成度

【土地利用型】

2
○栽培管理技術の習得 ・観察記録と栽培管理日誌の記帳確認

・播種から収穫・乾燥調
製までの栽培管理技術
の習得

・学生による栽培計画書の作成指導

・スマート水田農業機械
の操作習得

・スマート水田農業機
械が活用できる学生
の割合　100%

・スマート水田農業機械を活用した水田作業の
指導

・スマート農業機械については、それぞれの機械の特
性を理解させ、圃場における操作や運転を体験させ
た。すべての学生がGPSトラクター、GPS田植機、GPS
収量コンバインを操作する事ができた。

・既存基本農機およびスマート
水田農業機械を使った総合的
で実践的な実習の充実を図
る。

・スマート水田農業に関する知識の習得 ・農業用ドローンも全ての学生に操作体験させる事が
出来、また新規に4人の学生がドローンの運転免許を
取得させた。

・作物のＧＡＰに取組み、圃場管
理作業、機械操作、労働環境の
改善点を整理していく。

○農業機械の基本操作
と圃場の維持管理の習
得

・一連の作業が機械
で出来る到達学生の
割合100%

・農業機械の操作指導

・作物栽培と連動した機械作業の習得指導

・機械作業ポイントの作成と他学生への説明会
の開催

・各自のプロジェクト課題を進める中で、栽培計画に
基づいて米･麦･大豆の播種から収穫、乾燥調製まで
一連の作業を実践させ、再認識させた。また収量や品
質・経費なども作業日誌に記録させ、コスト意識の理
解度を向上させることができた。

A

・一連の機械基本作業を全ての学生が安全に操作で
きるようになった。
・大型特殊（農耕車）免許および、けん引（農耕車）
　フォークリフト免許を全員取得した。
・圃場作業に合わせた農業機械の操作を習得させた。
・オープンキャンパス時には、学生自らが参加高校生
にスマート農業機械の操作や機能を伝えるなど、習得
した知識や運転技能について習熟度を向上させるこ
とができた。

　
高
い
技
術
力
や
経
営
力
の
習
得
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目標 評価項目 令和４年度目標 目標達成のための方策 具体的取組及び結果 次年度の課題と改善策 評価コメント達成度

【露地野菜】
○栽培管理技術の習得 ・観察記録と栽培管理日誌の記帳確認 ・実習では毎日の栽培管理と観察記録を日誌に記帳

して理解度の向上を図った。
・学生による栽培計画書及び栽培暦の作成指
導

・プロジェクト品目については栽培計画書と栽培暦を
作成させ、管理作業の実践と技術習得を図った。

・播種から収穫までの栽
培管理技術の習得

・到達した学生の割合
１００％

・GAPの考え方に基づいて、使用資材等の整理整頓
や用途による使い分けを実践・指導した。
・新規品目として西洋野菜を栽培し、プロジェクト活動
に取り組んだ。

・先進技術を活用した管理作業の指導 ・ドローンによるタマネギ防除を実施し、利用効率を学
習させた。

・農業技術検定（３級、2級） ・農業技術検定に向けた勉強会を４回実施した結果、
２級に１名、３級に１名が合格し、専攻学生全員が合格
者となった。

○農業機械の基本操作
と維持管理方法の習得

・一連の作業を機械
で操作できる学生の
割合  １００％

・農業機械の操作指導 ・トラクター、管理機、草刈機等の操作指導を行い、全
学生が全ての農機の基本操作ができるようになった。

・農業機械の仕業点検方法の指導 ・農業機械の点検を実施し、オイル交換等の基本的な
管理ができるようになった。

【施設野菜】

2
○IoT機器を活用した栽
培管理技術の習得

・観察記録と栽培作業日誌の記帳確認

○経営能力の向上

・経営記帳の指導

〇GAPの実践を通したよ
りよい施設園芸の実践

・GAPを実践できる学
生の育成　100%

A

・GAPの考え方、実施方法を、講義・実習で指導した。
・使用資材・機材の整理・整頓の実施指導により研修
棟内の環境改善につながった。
・使用資材の使用履歴の記帳指導によりトレーサビリ
ティを理解させた。

A

・新技術の修得のために、基本
技術や知識の早期習得と環境
制御に基づいた栽培管理の実
践に取り組む。

・農業系出身以外の学生が多
くなっているために、植物の生
理生態に関する知識や基本的
な生産技術を早期に習得し、
品目・作型に適した栽培管理
の実践に取り組む。

・実習で身に着けた技術を基
に自ら計画を立てて効率的に
一連の栽培管理が行えるよう
に指導していきたい。

・プロジェクト課題設計検討会と中間検討会を実施
し、問題点を把握し、効率的・効果的な研究に取り組
ませた。

・プロジェクトで取り組む野菜品目での収量・品質・経
費等の記録指導し、収支を理解させた。

・ＩoＴ機器の活用を前提とした栽培の理論と実
際の環境制御技術の指導

A

・作型毎の作付け計画の作成指導と進捗管理

・GAPについては継続して出来
るところから取り組みを増やす。

　
高
い
技
術
力
や
経
営
力
の
習
得

・毎朝の観察と作業日誌記録によって、観察に基づい
た管理の意識付けを指導し、観察に基づいた管理が
できるようになった。
・環境測定機器の取り扱い方法の指導により機器を
活用できるようになった。
・温湿度と植物の生育の関係を、実際の栽培を通じて
指導し、光が重要であると理解させた。
・週間天気予報を活用した環境設定の指導で先を見
越した管理の必要性を理解させた。

A

・施設野菜の実習におけるGAPの実践

A

・IoT機器が活用でき
る学生の育成　100%

・担当する品目の所得
の把握ができる
100%
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目標 評価項目 令和４年度目標 目標達成のための方策 具体的取組及び結果 次年度の課題と改善策 評価コメント達成度

【花き】
○花き栽培に関する基礎
知識の習得

・主要栽培品目の、播種、育苗から栽培、収穫ま
で一連の生態、栽培管理の基礎知識及び栽培
技術習得

・主要品目の基礎的な生理生態、基礎知識および栽
培技術を習得させた。

・作業日誌の記帳確認 ・上記品目の播種から栽培、管理、収穫まで一連の作
業を解説、実践した。また、試問や作業日誌等での理
解度の確認をした。　理解度に応じた個人別指導を
行った。

・新規品目作付けへの取り組み

・環境負荷低減のための取り組み
・農業技術防除センターや農業試験研究セン
ター等からの卒論プロジェクト課題に関する情
報提供等の支援

・担当品目の決定と作付け計画、実践を指導した。
・シンテッポウユリの作付けのため知識習得を行った。
・汚泥堆肥を利用した夏秋ギクの栽培や微生物資材
散布による農薬散布回数の低減に取り組んだ。
・関係機関（農業技術防除センター、農業試験研究セ
ンター、農業振興センター）と連携し、卒論は地域課題
を設定し、結果は２年生の実家にフィードバックした。

○花きの品質保持及び６
次加工に関する技術の習
得、流通及び販売知識の
習得

・品質保持及び加工
技術の習得到達した
学生の割合　100％

 ・収穫後の花きの鮮度保持技術、フラワーアレン
ジメントなどの加工技術の習得
・加工品目の市場評価

【果樹】
○主要常緑・落葉果樹の
栽培技術の習得

・主要常緑・落葉果樹の生理生態理論について
指導

・各樹種における生育ステージ毎の理論を講義し、実
習終了時に気づき及び感想を整理させることで習熟
度を向上させることができた。

・県育成品種の栽培特性を理
解させ、今後に役立てるような
技術等を習得させる。

・果樹の高品質・安定生産技術の指導 ・品目毎に栽培管理計画書を作成指導し、担当品目
は生産から販売までの一貫した流れを理解させた。 A

・最新の栽培技術の講義および指導 ・プロジェクト課題等については、果樹試験場と連携し
課題解決につなげることができた。

・県育成品種にじゅうまる等の新品種栽培技術
の指導

・温州ミカン「佐賀果試9号」や「佐賀果試35号」の技
術習得のため、施設・露地圃場に定植し、栽培技術お
よび生育特性を理解させた。

○スマート農業に関する
知識の習得

・到達した学生の割合
100％

・ＡＩ技術を取り入れた栽培管理技術の習得 ・ＡＩによる肥培管理システムおよび温湿度観測装置を
利用した栽培管理法を指導し、学生全員がスマホ上
から状況を確認できるようにしたことで、こまめにデー
タを確認する習慣がついた。

・省力栽培技術の習得 ・ロボット草刈り機およびスピードスプレイヤーを導入
し、効率的な圃場管理作業を習得させた。

○経営能力の向上 ・担当品目の労働時間、使用資材、収量、販売金額等
についての記帳を指導し、売り上げと経費との関係を
認識させた。
・市況や統計資料等と記帳結果と比較して、担当圃場
での問題点を整理させた。
・プロジェクト課題等においては、試験結果を検証し経
営改善点を整理させた。

・ＧＡＰに取り組む ・ＧＡＰに基づき記帳や整理整頓を実践し、必要物品を
より早く探し出せるようになった。

・AI潅水および温湿度観測装
置をさらに活用し、環境条件と
樹の生育、果実品質との関係
を明らかにしていく。

A

・2年生の卒論課題は専門技
術員等と連携して花色の遺伝
様式の解明に取り組み、実家
の経営にフィードバックできた
が、地域へのフィードバックが
不十分である。１年生の課題の
一つは、県下全域での現地課
題に取り組む予定。

・加工品については、ドライフラ
ワー、染色、ハーバリウムに取り
組んだ。次年度は、プリザーブド
フラワー作成にも取り組みた
い。

・到達した学生の割合
　100％

A

・収穫後の品質保持技術の知識及び技術を指導し
た。
・６次産業化の取り組みとして、加工（染色、フラワーア
レンジメント、加工品）等の技・術取得した。
・直売や収穫祭を通して消費動向調査を行った。

A

A

・GAPについては継続して出来
るところから取り組みを増やす。

・果樹経営特性を理
解
到達した学生の割合
100％

・果樹経営特性の理解

２
 

高
い
技
術
力
や
経
営
力
の
習
得

・主要花きの育苗から
収穫までの一連の栽
培技術の基礎的知識
を習得到達した学生
の割合   100％
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目標 評価項目 令和４年度目標 目標達成のための方策 具体的取組及び結果 次年度の課題と改善策 評価コメント達成度

・家畜の性周期、発情兆候の理解 ・発情観察記録表へ記入させて発情等を理解させた

・繁殖牛の分娩前観察及び分娩介助方法を学ばせた

・家畜人工授精技術の習得及び技術の向上 ・家畜人工授精師資格取得に向け、知識と技術を習
得させた。
・家畜人工授精を実施し、技術を習得させた。

・スマホアプリを活用した牛の管理方法を理解させた。

○家畜栄養の学習 ・飼料給与技術の習得 ・県の 飼料給与プログラムに基づく飼料給与を実践
させ、習得させた。
・  毎月体測し、発育状況把握させた。

・各畜種（乳牛、種雄牛、豚）の飼料給与技術の
習得

・ 畜産試験場での講義及び実習を31回行い、各畜
種の飼料給与技術を習得させた。

○家畜ふん尿処理及び
利用技術の学習

・糞尿の堆肥化処理技術の習得 ・畜産試験場堆肥舎での実習で関連作業機械を操作
した堆肥化処理技術を習得させた。

・新しくなった堆肥舎で堆肥化
処理技術の習得をさせる。

・発酵舎などを利用した堆肥処理方法の学習 ・畜産試験場で発酵舎を利用した堆肥処理方法を理
解させた。

・堆肥の散布技術の習得  ・ ローダーやマニアスプレッタ等の作業機械を用いた
圃場散布作業を実施し、技術を習得させた。

○飼料作物栽培の学習 ・到達した学生の割合
100％

・一般的な飼料作物生産技術の習得

・作業機械操作技術の向上

・夏作、冬作の飼料作物を栽培し生育状況を観察さ
せ、知識を習得させた。
・作業機械を用いた耕起、施肥、播種、収穫、調整に関
する実習を行い、操作技術を向上させた。

A

収穫後再生させ複数回収穫作
業させることで、操作技術を向
上させる。

・スマート畜舎での飼養管理や
ICT機器を活用した実習を
行っていく。

A
・到達した学生の割合
100％

【畜産】
○繁殖生理の学習と繁
殖技術の習得

・到達した学生の割合
100％

２
 

高
い
技
術
力
や
経
営
力
の
習
得

A

・子牛セリへの参加し、出荷された子牛の発育状況を
比較させ、優良子牛について理解させた。

・到達した学生の割合
100％
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目標 評価項目 令和４年度目標 目標達成のための方策 具体的取組及び結果 次年度の課題と改善策 評価コメント達成度

【農産加工】
○農畜産加工及び商品
づくりの基礎知識の習得 ・到達した学生の割合

１００％

（1年生）
 ・食品衛生及び野菜・果実・穀類等を使った食
品加工に関する基礎的な知識・技術習得のた
めの演習の実施

・穀類・野菜・果実・畜肉
等の加工技術の習得

・より安心、安全な商品づくりを
目指すため、食品衛生の管理
方法の指導強化。

○学生発案によるオリジ
ナル商品の開発、定番化

・開発、定番化商品
 １商品以上

【資格等の取得向上】

・選択性の免許・資格の取得状況（合格率 42％）

（農業技術検定、危険
物取扱者、家畜商、
フォークリフト、狩猟免
許等）

２
　
高
い
技
術
力
や
経
営
力
の
習
得

・農産加工研究会による試作研究
　学生の提案をもとに、農大産の農産物を利用した試
作研究を行わせた。
・学生発案による加工品を商品化に向け技術指導し、
直売等において販売させた。
・商品の製造・販売・製造物品質検査記録を記帳させ
販売動向を分析させた。

A

○カリキュラムの中で必
要な資格取得

・必須免許の資格合
格率100%
（大型特殊免許、けん
引免許等）

・研修の充実 ・必須の免許・資格の取得（合格率１００％）
    ・農耕用大特免許　　　　　２８名
 　 ・農耕用けん引免許　　　 30名

・選択性の資格の合
格率　50％以上 　　・農業技術検定3級　　　　2名

　　・農業技術検定2級　　　　1名
　　・農業簿記検定3級　　　　0名
　　・毒劇物取扱者　　　　　　　1名
　　・危険物取扱者（乙4）　1名
　　・フォークリフト　8名（R5.3に16名受講予定）
　　・ガス溶接技能講習　　　10名
　　・アーク溶接特別教育　　　2名
　　・小型車両系建機　　　　　17名
　　・家畜受精卵移植師　　　　１名
　　・牛削蹄師　　　　　　　　　　　　1名

・毒劇物、危険物は、「農業と化学」の教科の中で講
義を行った。
・過去問題を活用した指導等を実施した。

Ｂ

・農産加工研究会(学生の自主組織）への指導

・直売での販売動向の把握及び分析

･家畜人工授精師、家畜商につ
いては、隔年で講習が開催さ
れており、令和5年度に受講す
る。
・引き続き、希望進路に合わせ
た免許・資格の受験を促進し、
免許・資格が取得できるよう指
導を行う。
・特に、毒劇物取扱者、危険物
取扱者の合格者はいずれも1
名であり難易度が高いが、過
去問題などを活用して指導を
行う。

・農大オリジナル商品の開発と
定番化を目指す。

（1年生）
・食品衛生法や食品表示に関する基礎知識を習得さ
せた。
・加工演習では11品目の1次加工を習得させた。
・シーラー機やオーブン等の基本的な機材操作を習得
させた。
（2年生）
・急速冷凍、レトルト等の、より高度な2次加工技術の
演習を実施し、14品目を製造させた。
・蒸気回転窯やレトルト殺菌機等の高度な機材の操作
を習得させた。

・穀類・野菜・果実・畜肉等の加工技術を習得させた。
・農畜産加工及び商品づくりの基礎知識を習得させ
た。

A

（２年生）
・農産物の食品加工技術及び商品づくりの基
礎知識、包装・ラベル作成等を習得するための
演習の実施

・漬物、惣菜、ソース、菓子、製粉・乾燥・レトルト
等の加工等演習の実施
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目標 評価項目 令和４年度目標 目標達成のための方策 具体的取組及び結果 次年度の課題と改善策 評価コメント達成度

・就農・就職指導の強化

3
　
全
て
の
学
生
の
進
路
決
定

〇就農・就職決定率 ・就農・就職率
   １００％

・就農・就職決定率は、現時点で9７％となっている
（30名中29名が決定）。
・進路指導専任職員（会計年度任用職員）を1名配置
して、進路指導を行った。
・ジョブカフェＳＡＧＡから講師を招聘し、1年生3回、2
年生４回のキャリアプランニングの講義を行った。
・農大に対して延べ８０社から求人があり、ハローワー
クからの情報とともに随時学生に情報提供した。
・就職希望者を一般企業を含む合同企業説明会に参
加させた。
・県内の農業法人の会社説明会を開催した（３月実施
を含め、１０社が参加）。
・就農準備資金は1年生3名、2年生3名が活用した。
・５月に２年生、１０月に１年生を対象に先進農家派遣
研修を行った。また、１月に１年生を対象に流通現場研
修を行った。
・社会人となったＲ４．３卒業生を呼んで、就職試験対
策を行った。
・1月に2年生を全国農業青年交換大会in福岡に参
加させた。

Ｂ

・引き続き、将来目標を早めに
設定するよう、早期に就農・就
職指導等を実施する。

・雇用就農を希望する学生に
は、農大に求人を出している農
業法人とのマッチングを考慮し
て、先進農家派遣研修を行う。
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目標 評価項目 令和４年度目標 目標達成のための方策 具体的取組及び結果 次年度の課題と改善策 評価コメント達成度

4

【さが農業経営塾】
〇受講者数

農
業
者
研
修
の
充
実

〇大型特殊(農耕車)、農
耕用けん引の免許取得

・受講待機者の削減

・免許合格率：95％
以上

A

・受講者数

   (定員の確保)
　　　　　　　　１０名

・農業士、青年農業士、女性農業者、農業青年
クラブ員、農業法人協会会員、過去の受講者、
市町、ＪＡ青年部等への周知

　
・講座の開講前に特別公開セミナーをオンラインで開
催し、経営塾のPRと受講意欲の醸成を図った。
・JAや各関係機関へパンフレットを配布し、経営塾開
催の周知を図った。
・新聞、HP等を活用した情報提供も行った結果、６名
の受講者を確保することができた。
・併せて、サポート人材として、６名の普及指導員にも
講座に参加してもらっている。

C

・受講待機者数を考慮し、昨年度に引き続き、農耕用
けん引6回、大型特殊（農耕車）17回を当初計画とし
ていたが、待機者の減少を図るため、運転免許試験場
と協議し、大型特殊（農耕車）の研修を3回追加(計
20回)して実施した。

・市町と受講待機者の情報を共有化することで、受講
者の選定をスムーズに進めることができた。また、受講
決定後キャン セルが発生した場合も、出来るだけ欠員
がでないよう調整した。

・模範操作の動画や機械模型を活用し、受講生の理
解を深めるよう努めた。
・受講生が指導内容を理解しやすいように、無線装置
を導入した指導方法の検討し、IT機器を活用した指
導環境の整備を進めた。(研修での本格活用は令和5
年度からとなる。)

・地域の担い手として重点的な支援が必要な者をより
優先して研修を進められるよう、研修の実施要領を一
部改正した。(改正内容での研修実施は令和5年度か
ら)

・免許合格率は大特100％(再試験による合格2名)
・　　　　同　　　　けん引100％

A

・受講待機の状況に併せた研修回数の設定

・研修の受講辞退者にも対応した受講者の調
整

・操作技術（特に、けん引）の指導方法の工夫

・講座受講の呼びかけについ
て、講座内容検討の段階から
始め、周知期間を長くすること
により、受講者を多く集める。

・IT機器を活用し、受講生が理
解しやすい指導方法の実践を
図るとともに、遠隔指導を有効
に活用するなどして、職員の指
導環境の改善を進める。

・市町と連携を図り、要領改正
後(担い手を優先)の研修を適
切に実施する。

・受講者の満足度
　　　　　　　　８０％以上

・オリエンテーション（講座前に実施）

・受講者へのアンケート調査の実施

・運営委託業者と調整

・アンケート調査を毎回実施し受講者の満足度は”大
変良かった”が大半を占めていた。
・アンケート調査結果をもとに研修内容の調整を行っ
た。
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目標 評価項目 令和４年度目標 目標達成のための方策 具体的取組及び結果 次年度の課題と改善策 評価コメント達成度

【農産加工支援研修】
〇受講者数 ・受講者数の確保 ・農業青年クラブ員及び女性組織等への周知

4 　2講座　　１5名

・受講生の理解度
　　８０%以上

・６次産業化の基礎的な知識・技術に関する講
義・演習の実施

・商品づくりと試作研究への指導
・新商品開発能力を高める試作研究への指導

・アンケートを基にやや苦手意
識が見られた原価計算につい
てなど、より詳しく行う。

・募集期間に関しては約2ヶ月
と長くしているため、より多くの
農業者に目に留まるように各地
域振興センターの会議の場や
プレスリリース等を活用して周
知する。

農
業
者
研
修
の
充
実

・食品衛生、加工技術、歩留まり計算、原価計算、包装
技術、ラベル作成等、農産加工の基礎的な知識・技術
習得のための講義及び演習を実施した。
・HACCPの制度化に向けた一般衛生管理等の知識・
技術習得のための講義、演習を行う食品衛生強化研
修を実施した。
・毎回、受講後のアンケート調査を実施し、進捗状況を
把握、理解度をチェックした。その結果、講座内容を概
ね理解した受講生は８０％以上と目標をクリアできた。

A

・商品化につながる試作品づくり及び新製品の開発
能力向上のための知識・技術の指導を行った。
・個別計画に沿って、試作研究演習を個別で実施、ま
た、試作研究指導を実施し、技術習得ができた。
・受講者全員、1品目以上の試作品を製造した。
・関係機関と連携し、商品化に向けた新商品開発を行
うための評価及び検討会を実施した。また、今後の商
品開発の参考になると考え、評価検討結果を受講生
にフィードバックした。
・農産加工を取り入れ実践している先進事例につい
て、視察研修を実施した。
・HACCPの制度化に向けた一般衛生管理等の知識・
技術習得のための講義、演習を行う食品衛生強化研
修を実施した。

A

農業振興センター、農業経営課、さが農村ビジネスサ
ポートセンター等と連携した募集の周知。
・農大ＨＰ等を活用した情報提供。
　・基礎研修　　7名
　・応用研修　　3名

C

・受講者１人（組織）
商品化を目指した１
品目以上の試作
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目標 評価項目 令和４年度目標 目標達成のための方策 具体的取組及び結果 次年度の課題と改善策 評価コメント達成度

〇農業者組織(農業青年
クラブ)活動の活性化

・研修に対する満足度
　80％以上

・農業青年クラブ員を対象とした各種研修等の
実施
・コロナ禍に適応した研修の開催方法の検討

・各種研修等の開催
・コロナ禍による影響を鑑みて役員理事会、三役会、
各部会等はZoomを活用し、オンラインと現地でのハイ
ブリッド開催を取り入れて実施した（毎月1回程度）
・さが農業力向上セミナーを開催した（７月、コロナ中
止）（12月、参加者30名）
・冬季のつどいは、3年ぶりにリアル開催として実施。
・九州沖縄地区、全国活動へ参画した。
・代表者会議を開催した（5月、2名、11月、1名）
・九州沖縄地区農業青年会議（全国農業青年交換大
会を兼ねる）を開催した（1月、佐賀県より40名）
・九州農政局長と語る会への出席（11月、3名）
・3月全国大会で佐賀県代表が発表する。

〇農業者組織(青年農業
士)活動の活性化

・研修に対する満足度

やや満足以上の割合
80％以上

・参加者へのアンケート調査実施 ・研修後に参加者へのアンケート調査を実施
先進地視察では今後の取り組みの参考となり、満足と
の回答だったが、参加者が少なかった。

〇農業者組織(農業士)
活動の活性化

・研修に対する満足度

やや満足以上の割合
80％以上

・参加後の聞き取り調査等の実施 ・研修後、参加者への聞き取りを実施したところ、満足
との回答を得た。

　
　
　
　
　
　
　
　
４
　
農
業
者
研
修
の
充
実

・新規会員の加入呼びかけ・促
進を行い、県内全体のクラブ活
動の活性化を図る。

・引き続きコロナ禍に対応した
開催方法によって、活動が停滞
することがないように研修会の
あり方を検討していく。対面で
の活動で得られることの大きさ
をみなが再認識した。

・参加後の聞き取り調査等の実施 ・研修会に参加したクラブ員の8割以上が満足だった
と回答した。

・コロナ対策等で、活動が消極
化していたものの再活性化。

・青年農業士を対象に、新型コロナの発生に対
応した各種研修の開催

・各種研修会
　・農業士との合同研修の開催　(7月、４０名)
　・先進地事例調査の実施　（1月、6名参加）
　・県外研修への派遣　　（1月に2名派遣予定であっ
たが、コロナにより中止）

B

・集合研修、また視察研修問わ
ず参加しやすい研修会の開催。

・農業士を対象とした各種会議・研修会の開催

・さが農業女子サミット実行委員会の開催

コロナ禍への対応を検討し、以下の内容を行った。
・各種会議の開催
　・役員会議　４回
　・佐賀県内ＪＡ代表者との意見交換会　（１１月）
　・県農政関係課長との意見交換会　（２月）

・各種研修会の開催
　・青年農業士との合同研修会　（７月）
　・九州･沖縄農業士研修会　（７月　大分県）
　・さが農業女子サミット(女性全体研修会)　（１月）
 ・指導農業士全国研究会(1月）
・各部会活動の実施（７部会）

A

A
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